
徳
島
駅
の
東
側
、
ち
ょ
う
ど
シ
ー

ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
正
面
（
道
路
を

挟
ん
だ
線
路
沿
い
）
に
徳
島
市
が
管

理
し
て
い
る
土
地
が
あ
り
ま
す
が
、

い
つ
の
頃
か
ら
な
の
か
、
高
齢
介
護

課
の
会
計
年
度
任
用
職
員
十
人
以
上

の
専
用
駐
車
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

何
年
間
に
も
な
り
ま
す
。

　

介
護
認
定
調
査
の
た
め
の
私
物

自
家
用
車
の
た
め
の
駐
車
場
な
の

か
？
。
何
か
理
由
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
通
常
で
は
あ
り
え
な
い
私
物
自

家
用
車
の
駐
車
場
で
す
。

　

ま
さ
か
、
無
料
？
あ
る
い
は
数
千

円
と
い
う
格
安
な
駐
車
料
金
で
市
が

貸
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
使
用

料
の
有
無
に
関
係
な
く
、
使
用
そ
の

も
の
が
理
解
さ
れ
な
い
、
何
の
根
拠

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
介
護
課
と
財
産
管
理
活
用
課

は
ど
ん
な
説
明
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
会
計
年
度
任
用
職
員
も
通
勤

手
当
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
上
に
駐
車
場
完
備
と
は
ど
ん
な
カ

ラ
ク
リ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
家
用
車
を
公
務
利
用
、
介

護
認
定
調
査
員
、
常
態
化
し
た

「
公
私
混
同
」

徳
島
市
が
出
勤
す
る
臨
時
職
員

に
公
有
地
を
駐
車
場
と
し
て

利
用
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
だ
。
自
家
用
車
で
出
勤

す
る
職
員
は
、
自
己
負
担
で
駐
車

場
を
確
保
す
る
の
が
原
則
だ
。

　

問
題
の
土
地
は
、
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
の

東
側
。
寺
島
本
町
東
の
線
路
に
沿
っ

た
エ
リ
ア
。
鉄
道
高
架
関
連
事
業
用

地
だ
。
所
有
者
は
徳
島
市
土
地
開

発
公
社
。
公
社
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
徳
島
市
が
管
理
し
て
い
る
。

　

担
当
課
は
都
市
整
備
室
。
事
務
要

領
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
八
年
度
か

ら
高
齢
介
護
課
に
貸
し
て
い
る
。
貸

付
面
積
は
四
百
七
十
㎡
。
高
齢
介
護

課
は
介
護
認
定
調
査
員
二
十
四
人
の

駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　

介
護
認
定
調
査
員
は
要
介
護
認

定
を
申
請
し
た
人
の
自
宅
や
施
設

を
訪
問
。
心
身
の
状
態
や
生
活
状

況
を
聞
き
取
り
、
調
査
票
を
作
成

す
る
。
身
分
は
会
計
年
度
任
用
職

員
。
い
わ
ゆ
る
臨
時
職
員
だ
。

　

介
護
認
定
調
査
員
は
、
出
勤
す
る

際
、
こ
の
駐
車
場
に
自
家
用
車
を
停

め
る
。
調
査
対
象
者
を
訪
問
す
る
時

は
自
家
用
車
を
使
う
。
公
務
に
自
家

用
車
を
使
う
た
め
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

介
護
認
定
調
査
員
が
訪
問
す

る
調
査
対
象
者
は
一
日
平
均
二
〜

三
件
。
移
動
に
自
家
用
車
を
使

う
が
、ガ
ソ
リ
ン
代
は
自
己
負
担
。

支
給
さ
れ
る
の
は
、
一
日
二
百
円

の
市
内
旅
費
だ
け
だ
。

　

公
用
車
不
足
の
た
め
自
家
用
車
の

公
務
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

高
齢
介
護
課
。
事
情
は
わ
か
る
が
、

早
急
に
公
用
車
を
確
保
し
、
自
家

用
車
の
公
務
利
用
と
い
う
歪
な
業
務

ス
タ
イ
ル
を
解
消
す
べ
き
だ
。

　
「
自
家
用
車
出
勤
の
職
員
は
自

己
負
担
で
市
役
所
周
辺
に
駐
車
場

を
確
保
し
て
い
る
。
特
殊
事
情
が

あ
っ
て
も
、
公
有
地
へ
の
自
家
用
車

駐
車
は
疑
問
や
誤
解
を
招
い
て
も

仕
方
な
い
の
で
は
」（
市
職
員
）。

　

自
家
用
車
の
公
務
利
用
が
常

態
化
し
て
い
る
要
介
護
認
定
業

務
。
事
故
対
応
な
ど
リ
ス
ク
は

多
い
。
公
用
車
を
適
正
配
置
し

て
、市
民
か
ら
疑
念
を
招
く
「
公

私
混
同
」
を
見
直
す
べ
き
だ
。

やりたい放題の三三年間 目に余る「舌先三三寸」

南波岳大氏 牛尾信介氏

嘉見県議

岡本県議

内野設計士 清水設計士

仁木衆院議員朝田政策監 村上港湾政策課長

立川県議

古川県町村会会長

愚かな王様

批判派批判派
容認派容認派容認派

令和 9 年知事選で
名前浮上

令和 9 年知事選で
名前浮上

「展覧会」 の中止圧力「展覧会」 の中止圧力

反
発
呼
ぶ

現
場
無
視
の

ご
り
押
し
人
事

反
発
呼
ぶ

現
場
無
視
の

ご
り
押
し
人
事

町
村
会
は

町
村
会
は
様
子
見

顔色うかがい

右往左往
顔色うかがい

右往左往

発
揮
で
き
な
い
抑
止
力

発
揮
で
き
な
い
抑
止
力

距
離
置
か
な
あ
か
ん
な
あ

…

遠藤市長

後
藤
田
知
事
の                             

志
田
副
知
事

後
藤
田
知
事
の                             

志
田
副
知
事

徳
島
県
民
に
と
っ
て
は
「
不
忠
の
臣
」

徳
島
県
民
に
と
っ
て
は
「
不
忠
の
臣
」

カ
ラ
ンカ
ラ
ンカ
ラ
ン

原原
りょうげんりょうげん

須見県議

神原県土整備部長

庄野県議北島前県議仁木県議

独断専行に反発独断専行に反発

召
使
の
よ
う
に
振
る
舞
う

召
使
の
よ
う
に
振
る
舞
う

岡県議

経産省・新居氏

石上設計士

ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
筋
違
い
の

ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
筋
違
い
の

人
事
介
入

人
事
介
入

「
暗
愚
」
の
象
徴
事
例
は
、

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
執
行

部
へ
の
執
拗
な
パ
ワ
ハ
ラ
だ
。
県

Ｏ
Ｂ
の
理
事
長
や
常
務
理
事
に「
辞

め
ろ
」
と
圧
力
。「
筋
違
い
だ
」
と

拒
否
さ
れ
る
と
、
補
助
金
の
支
払

い
を
遅
ら
せ
た
。

後
藤
田
知
事
は
外
郭

団
体
改
革
の
一
環
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

改
革
を
目
指
し
た
。
手

法
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

シ
ョ
ッ
ク
療
法
。
県
の

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
民
間
人
を

理
事
長
に
据
え
よ
う
と

し
た
。

　

知
事
の
指
示
を
受
け
、

「
ス
ポ
ー
ツ
ト
リ
オ
」
と
言

わ
れ
た
県
観
光
ス
ポ
ー
ツ

文
化
部
の
部
長
や
副
部
長
、

課
長
ら
が
協
会
理
事
長
と

常
務
理
事
に
手
を
変
え
品

を
変
え
辞
職
通
告
。
二
人

の
首
に
鈴
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。

　

理
事
長
ら
は
「
県
サ
イ
ド
に
は

そ
ん
な
権
限
は
な
い
」
と
辞
職
通

告
を
拒
否
し
た
。
協
会
の
定
款
に

よ
る
と
、
知
事
は
協
会
の
会
長
だ

が
、
で
き
る
の
は
「
助
言
」
だ
け
。

役
員
ら
の
人
事
権
は
な
か
っ
た
。

　

協
会
の
反
発
で
知
事
の
指

示
を
実
行
で
き
な
か
っ
た
「
ス

ポ
ー
ツ
ト
リ
オ
」
は
四
月
人

事
で
更
迭
さ
れ
た
。
庁
内
か

ら
「
知
事
の
指
示
そ
の
も
の

が
無
茶
苦
茶
。
可
哀
そ
う
に
」

と
同
情
論
が
沸
き
上
が
っ
た
。

補
助
金
申
請
に
難
癖
、
兵
糧
攻
め
の

補
助
金
申
請
に
難
癖
、
兵
糧
攻
め
の

パ
ワ
ハ
ラ

パ
ワ
ハ
ラ

面
子
を
潰
さ
れ
た
知
事
の
意
向
か
、
協

会
に
対
す
る
県
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
続
い

て
い
る
。
補
助
金
だ
。
協
会
が
提
出
し
た
補

助
金
申
請
書
に
難
癖
を
つ
け
、
補
助
金
の
支

払
い
が
例
年
よ
り
遅
れ
て
い
る
。

　

補
助
事
業
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
重
点
強
化

対
策
事
業
。
補
助
金
額
は
約
四
千
万
円
。
従

来
か
ら
あ
る
補
助
事
業
で
、
例
年
な
ら
五
月

中
に
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
概
算
払
い

さ
れ
る
が
、
今
年
は
未
だ
に
未
入
金
だ
。

　

理
由
は
申
請
書
の
記
載
内
容
の
不
備
。

「
事
業
内
容
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
な

い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
協
会
は
申

請
書
を
作
成
し
直
し
て
再

提
出
し
た
が
、
現
在
部
長
決
裁
の
段
階
。

支
払
い
は
六
月
末
に
な
り
そ
う
だ
。

申
請
書
へ
の
ダ
メ
出
し
は
県
の
難
癖

だ
っ
た
。
記
載
内
容
は
従
来
と
同
じ
内

容
。
昨
年
Ｏ
Ｋ
だ
っ
た
申
請
内
容
が
今

年
は
ダ
メ
だ
っ
た
。
協
会
は
ダ
メ
出
し

さ
れ
た
申
請
書
に
二
、
三
行
書
き
足
し
、

再
提
出
。
県
か
ら
Ｏ
Ｋ
が
出
た
。

　

問
題
は
補
助
金
の
使
途
だ
。
競
技
ス

ポ
ー
ツ
重
点
強
化
対
策
事
業
と
い
う
名
目

だ
が
、
実
態
は
理
事
長
や
常
務
理
事
、
複

数
職
員
の
人
件
費
の
財
源
。
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
協
会
へ
の
「
兵
糧
攻
め
」
と
も

言
え
る
パ
ワ
ハ
ラ
だ
。

ホ
ー
ル
展
覧
会
中
止
問
題
で
浮
上
し

ホ
ー
ル
展
覧
会
中
止
問
題
で
浮
上
し

た
圧
力
発
言
疑
惑

た
圧
力
発
言
疑
惑

「
虚
言
」
の
象
徴
事
例
は
、
日
本
建
築

家
協
会
徳
島
地
域
会
が
万
代
ふ
頭

で
企
画
し
た「
飯
泉
ホ
ー
ル
」展
覧
会
に
対
し
、

中
止
を
求
め
た
と
さ
れ
る
圧
力
発
言
疑
惑
だ
。

万
代
ふ
頭
は
県
管
理
の
港
湾
エ
リ
ア
だ
。

　

県
立
ホ
ー
ル
の
整
備
計
画
は
、
飯
泉
前
知

事
が
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
で
計
画
し
た
「
飯

泉
ホ
ー
ル
」
と
後
藤
田
知
事
が
藍
場
浜
公
園

で
計
画
し
た
「
後
藤
田
ホ
ー
ル
」
の
二
つ
の

計
画
が
あ
る
。

　

県
は
現
在
、「
後
藤
田
ホ
ー
ル
」
の
整
備

計
画
を
進
め
て
い
る
が
、「
飯
泉
ホ
ー
ル
」

の
整
備
事
業
を
発
注
し
た
熊
谷
組
グ
ル
ー
プ

と
の
基
本
協
定
が
継
続
中
。
二
つ
の
ホ
ー
ル

計
画
が
存
在
す
る「
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ル
」状
態
だ
。

後
藤
田
知
事
に
浮
上
し
た
圧
力
発
言
疑
惑

は
、
後
藤
田
知
事
が
徳
島
地
域
会
の
役
員
に

対
し
、「
余
計
な
こ
と
を
す
る
な
。
や
る
な

ら
こ
ち
ら
に
も
考
え
が
あ
る
」
と
展
覧
会
の

中
止
を
強
要
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も

の
だ
。

　
「
半
ば
脅
し
だ
っ
た
」
と
証
言
す
る
役
員

に
対
し
、
後
藤
田
知
事
は
「
い
ろ
ん
な
人
と

話
を
さ
れ
る
中
で
、
私
の
話
だ
っ
た
と
勘
違

い
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
コ
メ
ン
ト
。
役

員
が
指
摘
し
た
発
言
内
容
自
体
を
否
定
し

た
。

　

後
藤
田
知
事
の
「
勘
違
い
」
発
言
は
、
徳

島
地
域
会
の
役
員
を
愚
弄
す
る
も
の
だ
。
県

政
ト
ッ
プ
の
知
事
と
交
わ
し
た
会
話
の
内
容

を
他
人
と
の
会
話
の
内
容
と
勘
違
い
な
ど
す

る
わ
け
が
な
い
。

　

役
員
は
知
事
の
発
言
内
容
を
す
ぐ
さ
ま
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
会
員
に
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
内
容

は
具
体
的
で
信
憑
性
は
高
い
。
そ
も
そ
も
役

員
に
は
知
事
を
貶
め
る
よ
う
な
嘘
を
捏
造

し
、
発
信
す
る
理
由
が
な
い
。

「
嘘
つ
き
知
事
」
な
ら
、
問
わ
れ
る
政

「
嘘
つ
き
知
事
」
な
ら
、
問
わ
れ
る
政

治
家
の
資
質

治
家
の
資
質

後
藤
田
知
事
の
圧
力
発
言
疑
惑
の

問
題
は
三
点
だ
。
第
一
点
は
公

権
力
を
濫
用
し
た
表
現
の
自
由
の
侵

害
。
第
二
点
は
公
権
力
と
優
越
的
地

位
を
濫
用
し
た
強
要
問
題
。
第
三
点

は
政
治
家
の
資
質
。
嘘
つ
き
は
政
治

家
失
格
だ
。

　

役
員
は
経
営
す
る
設
計
会
社
が

県
の
公

共
事
業

に
参
入

し
て
い

る
。

発

注
者
で

あ
る
知
事

の
「
こ
ち
ら
に
も
考
え
が
あ
る
」
発

言
に
、「
入
札
の
指
名
か
ら
外
さ
れ

る
の
で
は
」
と
の
懸
念
を
抱
い
た

可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

圧
力
発
言
を
否
定
し
た
知
事
の
コ
メ

ン
ト
が
「
虚
言
」
だ
っ
た
ら
、
辞
職
に

相
当
す
る
舌
禍
騒
動
だ
。「
嘘
を
つ
か
な

い
」
は
政
治
家
の
一
丁
目
一
番
地
。
県

民
を
欺
く
「
嘘
つ
き
知
事
」
は
県
政
の

表
舞
台
か
ら
即
刻
退
場
す
べ
き
だ
。

語
り
継
が
れ
る
「
虚
言
」
エ
ピ
ソ
ー

語
り
継
が
れ
る
「
虚
言
」
エ
ピ
ソ
ー

ドド「
飯
泉
ホ
ー
ル
」
の
展
覧
会
中
止
を

巡
り
、
浮
上
す
る
後
藤
田
知

事
の
「
虚
言
」
疑
惑
。
本
人
に
は
「
虚

言
」
と
の
認
識
が
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
県
民
間
で
語
り
継
が
れ
る
有
名

な
虚
言
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

令
和
五
年
知
事
選
の
話
だ
。
阿
波
市
の
阿

波
病
院
駐
車
場
で
の
演
説
だ
。「
阿
波
病
院
を

建
て
替
え
る
」
と
公
言
。
集
ま
っ
た
約
三
百

人
の
県
民
は
大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
が
、
知

事
発
言
は
「
虚
言
」
だ
っ
た
。

阿
波
病
院
は
建
て
替
え
ど
こ
ろ
か
、
吉
野

川
医
療
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
、
病
院
そ
の

も
の
が
消
え
て
な
く
な
る
。「
知
事
か
ら
は
何

の
説
明
も
な
い
。
有
言
不
実
行
の
嘘
つ
き
政

治
家
だ
」
と
県
民
は
憤
る
。

期
待
外
れ
の
県
政
改
革
、
継
承
さ
れ

期
待
外
れ
の
県
政
改
革
、
継
承
さ
れ

た
「
黒
塗
り
県
政
」

た
「
黒
塗
り
県
政
」

令
和
五
年
知
事
選
で

六
十
五
項
目
の
公

約
を
打
ち
出
し
た
後
藤
田
知
事
。
実
現
し
て

い
る
公
約
よ
り
実
現
し
て
い
な
い
公
約
が
は

る
か
に
多
い
。
一
例
が
透
明
度
ア
ッ
プ
の
県

政
改
革
公
約
だ
。

　

飯
泉
知
事
が
公
文
書
を
黒
塗
り
公
開
し
た

特
別
交
付
ｓ
税
問
題
を
取
り
上
げ
、「
黒
塗
り

資
料
は
論
外
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
が
、
飯
泉

知
事
の
「
黒
塗
り
県
政
」
を
継
承
。
県
民
へ

の
説
明
責
任
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

　

典
型
事
例
が
国
際
定
期
便
の
補
助

金
だ
。
航
空
会
社
や
旅
行
代

理
店
等
に
運
行
支
援
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
名
目
で

莫
大
な
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
が
、
公
開
さ
れ
た
公
文

書
の
金
額
は
黒
塗
り
だ
。

　

知
事
は
「
運
行
支
援
は
投
資
」「
問

題
は
費
用
対
効
果
だ
」と
強
調
す
る
が
、

運
行
支
援
に
使
っ
た
投
資
額
を
具
体
的

に
開
示
し
な
い
ま
ま
で
は
、
費
用
対
効

果
の
検
証
は
不
可
能
だ
。

　
「
日
常
」
よ
り
「
非
日
常
」
を
優
先
す
る
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
戦
略
も
県
民
ニ
ー
ズ
と
乖
離

し
て
い
る
。
県
民
に
と
っ
て
韓
国
便
は
「
年

に
数
回
あ
る
か
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
の
少
な
い

非
日
常
的
Ｌ
Ｃ
Ｃ
だ
。

　

県
民
の
日
常
的
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
る
な
ら
、

優
先
す
べ
き
は
成
田
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
だ
。
四

国
で
成
田
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
な
い
の
は
徳
島
だ
け
。

県
民
か
ら
は
「
高
松
か
ら
は
片
道
一
万
円
で

成
田
に
行
け
る
」
と
羨
望
の
声
が
上
が
る
。

自
省
す
べ
し
、
三
年
間
の
県
政
運
営

自
省
す
べ
し
、
三
年
間
の
県
政
運
営

「
暗
暗
」
と
「
虚
言
」、「
公
約
違
反
」

が
物
議
を
醸
し
、
様
々
な
ハ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
後
藤

田
知
事
。
根
底
に
あ
る
の
は
、

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
政

治
的
資
質
の
欠
如
だ
。

中
国
明
代
の
思
想
家
・

呂
新
吾
は
リ
ー
ダ
ー
の
資

質
と
し
て
「
深
沈
厚
重
（
し

ん
ち
ん
こ
う
じ
ゅ
う
）」
を

説
い
た
。
深
く
物
事
を
考

え
、
私
利
私
欲
を
抑
え
た

公
平
無
私
な
人
格
者
で
あ

る
べ
し
と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
列
島
改
造
論
で
知

ら
れ
る
田
中
角
栄
は
リ
ー

ダ
ー
の
資
質
と
し
て
、
構

想
力
、
決
断
力
、
実
行
力
、

人
間
力
を
上
げ
た
。
中
で

も
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
人

を
惹
き
つ
け
る
人
間
力
の

大
切
さ
を
説
い
た
。

　

発
し
た
指
示
の
問
題
点
を

指
摘
す
る
職
員
に
「
そ
れ
だ

か
ら
公
務
員
は
ダ
メ
な
ん
だ

よ
」
と
聞
く
耳
持
た
ず
、
コ

ロ
コ
ロ
変
わ
る
指
示
が
「
朝

令
昼
改
」
と
揶
揄
さ
れ
る
後

藤
田
知
事
。
求
心
力
は
低
下

す
る
一
方
だ
。

過
去
三
年
間
の
県
政
運
営

を
自
省
し
、
少
し
は
人
間
力

を
身
に
つ
け
る
べ
き
だ
。「
反

省
点
な
ど
な
い
」
と
胸
を
張

る
な
ら
、
処
方
す
る
薬
が
な

い
末
期
症
状
。
今
期
限
り
で

の
勇
退
を
お
勧
め
す
る
。

「
徳
島
県
の
民
間
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
理
事
長
に
」
と
い
う
後
藤
田
知
事
の
ゴ
リ
押
し
人
事
を
「
人
事
は
組
織
内
で
決
め
る
」
と
拒
否
し
た
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
。
志
田
副
知
事
が
理
事
長
ら
に
「「
別
の
外
郭
団
体
に
う
つ
れ
。
さ
も
な
い
と
今
後
Ｏ
Ｂ
人
事
の
面
倒
を
見
な
い
」」
と
圧
力
説
。

飯
泉
前
知
事
が
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
務
店
ら
と
鳴
り
物
入
り
で
整
備
し
た
東
京
渋
谷
「
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
」。「「
エ
ッ
ジ
の
効
い
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」」
を
Ｐ
Ｒ
し
た
が
、
結
局
お
荷
物
施
設
に
。
大
家
と
の
賃
貸
借
契
約
は
来
年
三
月
末
ま
で
。
敷
金
五
千
万
円
は
手
切
れ
金
（（
建
物
の
現
状
復
帰
費
用
））
に
。

　
　
　
や
り
た
い
放
題
の
三
年
間
だ
。
徳
島
県
の
後
藤
田
知
事
だ
。
県
政
改
革
を

訴
え
デ
ビ
ュ
ー
し
た
が
、
知
事
権
限
濫
用
の
暗
愚
と
虚
言
の
連
続
。
六
十
五

項
目
の
公
約
も
大
風
呂
敷
を
広
げ
た
ま
ま
だ
。
暴
走
モ
ー
ド
の
知
事
に
県
庁

内
部
や
県
議
会
の
抑
止
力
も
機
能
し
な
い
。
県
民
か
ら
は
「
弱
者
に
寄
り
添

う
知
事
は
要
る
が
、
暗
愚
の
キ
ン
グ
は
要
ら
な
い
」
と
の
声
も
。
後
藤
田
知

事
の
目
に
余
る
「
暗
愚
」
と
「
虚
言
」、「
公
約
違
反
」
…
。

　

大
阪
ミ
ナ
ミ
の
夜
の
街
で
出

会
っ
た
街
角
熟
女
。
高
級
な
着
物

を
品
よ
く
着
こ
な
す
。
格
式
あ
る

老
舗
ラ
ウ
ン
ジ
の
マ
マ
さ
ん
だ
。

「
着
物
が
私
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル

で
す
。
ほ
ぼ
毎
日
着
物
姿
で
す
。

着
物
を
着
る
と
、
気
持
ち
が
引
き

締
ま
る
ん
で
す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　

ビ
シ
っ
と
決
ま
っ
た
着
物
姿
に

思
わ
ず
構
え
て
し
ま
う
が
、
性
格

は
極
め
て
き
さ
く
で
明
朗
。「
た

ま
に
洋
服
で
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た

ら
、開
放
的
な
気
分
に
な
り
ま
す
」。

セ
ク
シ
ー
ネ
タ
の
ジ
ョ
ー
ク
も
連

発
。
陽
気
な
気
配
り
で
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
。
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
！

No.2

昭和 31年 2月 27日 第三種郵便物認可　第 1634 号 令和 8年 6月 15日（月曜日）

  

【
国
と
の
パ
イ
プ
】

「
国
と
の
パ
イ
プ
を
生
か
し
予
算
を
獲

得
し
、
徳
島
を
発
展
さ
せ
ま
す
」
…
。
政

治
家
の
Ｐ
Ｒ
常
套
句
だ
。「
国
と
の
パ
イ

プ
」
と
は
政
権
や
省
庁
と
の
人
脈
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
影
響
力
を
意
味
す
る
。

　

徳
島
市
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
下
手
を

打
っ
た
。
返
礼
品
に
追
加
し
た
「
Ａ
Ｗ
Ａ

　

Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ク
ル
ー
ズ
」
に
総
務
省
が

待
っ
た
を
か
け
た
。
徳
島
市
は
急
遽
、
返

礼
品
と
し
て
の
提
供
を
見
送
っ
た
。

　
「
待
っ
た
」
の
理
由
は
「
事
前
承
認
し

て
い
な
い
」。
徳
島
市
は
「
返
礼
品
で
あ

る
桟
敷
チ
ケ
ッ
ト
の
軽
微
な
変
更
。
事
前

承
認
は
不
要
」
と
の
認
識
だ
っ
た
が
、
総

務
省
の
対
応
は
つ
れ
な
か
っ
た
。

　

杓
子
定
規
な
対
応
の
背
景
に
は
、
返
礼
品
承

認
の
厳
格
化
が
あ
る
が
、
国
と
の
パ
イ
プ
の
目

詰
ま
り
も
指
摘
さ
れ
た
。「
軽
微
な
変
更
云
々

は
裁
量
の
範
囲
。
国
と
の
パ
イ
プ
が
あ
れ
ば
、

柔
軟
対
応
が
期
待
で
き
た
の
で
は
」
と
い
う
こ

と
だ
。

　

徳
島
市
は
現
在
、
中
央
省
庁
か
ら
の
出
向
者

は
ゼ
ロ
。
内
藤
市
政
時
代
、
山
口
衆
院
議
員
の

声
掛
け
で
財
務
省
と
総
務
省
が
職
員
を
出
向
さ

せ
た
が
、
遠
藤
市
政
に
な
り
、
引
き
上
げ
た
。

　
　

理
由
は
政
情
不
安
。
ホ
ー
ル
の
県
市
協
定

な
ど
議
会
軽
視
が
反
発
を
招
き
、
市
政
運
営
が

安
定
し
な
い
か
ら
だ
。「
火
中
に
職
員
を
出
向

さ
せ
た
ら
、
大
切
な
人
材
に
傷
が
つ
く
」
と
い

う
こ
と
だ
。

　
　

中
央
省
庁
の「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
」に
載
っ

て
い
る
徳
島
市
。
国
か
ら
も
ら
う
地
方
交
付
税

は
一
二
四
億
円
。
高
知
市
の
半
額
以
下
だ
。
国

と
の
パ
イ
プ
を
復
活
さ
せ
、
人
材
出
向
や
予
算

獲
得
の
営
業
力
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
。

「
暴
走
」
相
次
ぐ
後
藤
田
知
事

ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
、

「
飯
泉
ホ
ー
ル
」
展
覧
会
中
止
を
巡

る
圧
力
発
言
疑
惑
な
ど
暴
走
モ
ー
ド
に

入
っ
た
後
藤
田
県
政
。
県
庁
内
部
の
抑
止

力
や
県
議
会
自
民
党
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
欠

如
が
知
事
の
暴
走
を
助
長
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
協

会
へ
の
人
事
介

入
で
は
、「
理
事

長
を
民
間
人
に
交
代
さ
せ
ろ
」
と
の
知
事

の
指
示
が
い
か
に
荒
唐
無
稽
で
あ
る
か
は

県
幹
部
は
知
っ
て
い
る
。
本
来
な
ら
、「
知

事
、
ご
乱
心
」
と
諫
め
る
べ
き
だ
。

　

ス
ト
ッ
パ
ー
役
を
担
う
の
は
志
田
副
知

事
だ
が
、役
立
た
ず
の
茶
坊
主
ロ
ボ
ッ
ト
。

「
知
事
の
無
茶
苦
茶
な
指
示
に
振
り
回
さ

れ
る
職
員
の
防
波
堤
に
な
っ
て
い
な
い
」

と
職
員
間
か
ら
は
失
望
感
が
噴
出
す
る
。

　
「
知
事
が
箴
言
に
耳
を
傾
け
な
い
」
と

い
う
声
も
聞
く
が
、
単
な
る
言
い
訳
。
職

を
賭
し
て
知
事
の
暴
走
に
待
っ
た
を
か
け

る
気
迫
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
イ
ベ
ン
ト
の

代
理
出
席
に
駆
り
出
さ
れ
る
「
儀
典
副
知

事
」
と
揶
揄
さ
れ
る
由
縁
だ
。

　

県
議
会
の
最
大
会
派
、
自
民
党

も
モ
ゴ
モ
ゴ
言
う
だ
け
の
「
吠
え

な
い
番
犬
」。
ホ
ー
ル
展
覧
会
の
圧

力
発
言
疑
惑
も
、
県
当
局
に
丸
め

込
ま
れ
た
の
か
、「
言
っ
た
、
言
わ

な
い
の
水
掛
け
論
だ
」
と
追
及
す

る
気
な
し
だ
。

看
過
で
き
な
い
県
政

ト
ッ
プ
の
虚
言
疑
惑

問
わ
れ
て
い
る
の

は
県
政
ト
ッ
プ

の
「
虚
言
」
疑
惑
だ
。

建
築
士
と
知
事
の
発

言
を
比
較
し
た
ら
、

県
民
の
大
半
は
「
嘘

を
言
っ
て
い
る
の
は

後
藤
田
知
事
だ
」
と

の
心
証
を
抱
い
て
い
る
は
ず
だ
。

　

県
民
が
感
じ
た
疑
問
や
疑
惑
を
追
及

す
る
の
は
県
議
会
の
役
目
だ
。
知
事
が

県
民
に
嘘
を
つ
い
て
い
る
な
ら
、
辞
職

に
相
当
す
る
最
大
級
の
不
祥
事
だ
。
水

掛
け
論
で
済
ま
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。

　

徳
島
市
の
生
活
保
護
国
庫
負
担
金
過

大
請
求
問
題
で
、
徳
島
市
議
会
は
百
条

委
員
会
を
設
置
。「
市
長
の
虚
言
」
疑
惑

を
追
及
。「
偽
証
の
疑
い
が
あ
る
」
と
し

て
徳
島
地
検
に
刑
事
告
発
し
た
。

　
「
市
長
の
虚
言
」
疑
惑
を
追
及
す
る
徳

島
市
議
会
と
「
知
事
の
虚
言
」
疑
惑
を
ス

ル
ー
す
る
徳
島
県
議
会
。
多
数
野
党
と
多

数
与
党
の
違
い
は
あ
る
が
、
チ
ェ
ッ
ク
機

能
の
落
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

計
画
が
二
つ
、
混
迷
状
態
の
県
立
ホ
ー
ル

知
事
は
「
ホ
ー
ル
計
画
は
混
迷
を
極
め
て

い
な
い
」
と
強
調
す
る
が
、
文
化
セ
ン

タ
ー
跡
地
の
「
飯
泉
ホ
ー
ル
」
と
藍
場
浜
公

園
の
「
後
藤
田
ホ
ー
ル
」
の
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ル

計
画
が
存
在
す
る
わ
か
り
に
く
い
状
況
だ
。

　
「
飯
泉
ホ
ー
ル
」
計
画
が
い
ま
も
存
在

す
る
の
は
、
県
が
整
備
事
業
を
発
注
し
た

熊
谷
組
グ
ル
ー
プ
と
令
和
三
年
十
一
月
十

七
日
に
締
結
し
た
基
本
協
定
が
解
除
さ
れ

ず
、
継
続
状
態
に
あ
る
か
ら
だ
。

　

基
本
協
定
に
は
、
熊
谷
組
グ
ル
ー
プ
が

履
行
す
べ
き
業
務
と
し
て
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
、
工
事
、
工
事
監
理
業
務
及
び

設
計
意
図
伝
達
業
務
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
実
施
設
計
が
終
わ
っ
た
段
階
だ
。

　
「
飯
泉
ホ
ー
ル
」
の
整
備
を
発
注
し
た
熊

谷
組
グ
ル
ー
プ
と
の
基
本
協
定
が
生
き
て

い
る
の
に
、「
後
藤
田
ホ
ー
ル
」
の
整
備
を

進
め
る
徳
島
県
。
婚
姻
関
係
に
例
え
る
な

ら
、「
重
婚
疑
惑
」
を
招
く
も
の
だ
。

　
「
飯
泉
ホ
ー
ル
」
と
い
う
正
妻
と
正

式
に
離
婚
せ
ず
、「
後
藤
田
ホ
ー
ル
」

と
い
う
新
し
い
愛
人
に
手
を
つ
け
た
徳

島
県
。
少
な
く
と
も
現
在
は
不
倫
疑
惑

が
問
わ
れ
か
ね
な
い
混
迷
状
況
だ
。

宙
に
浮
い
た
ま
ま
の
県
の
協
定
解
除
申
し
入
れ

県
当
局
も
混
迷
状
況
の
脱
却
を
目
指

し
、
昨
年
一
月
、
熊
谷
組
グ
ル
ー
プ

に
基
本
協
定
の
解
除
を
申
し
入
れ
た
が
、

熊
谷
組
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
現
在
に
至
る
ま

で
ボ
ー
ル
が
返
っ
て
こ
な
い
。

　

熊
谷
組
グ
ル
ー
プ
が
県
の
解
除
申
し
入
れ

を
ス
ル
ー
す
る
の
も
当
然
だ
。
協
定
解
除
は

県
か
ら
の
一
方
的
な
申
し
入
れ
。
熊
谷
組
グ

ル
ー
プ
に
は
何
ら
落
ち
度
や
瑕
疵
が
な
く
、

協
定
を
解
除
す
る
理
由
が
な
い
か
ら
だ
。

　

後
藤
田
知
事
は
衆
院
議
員
時
代
、
週
刊

誌
に
結
婚
詐
欺
騒
動
が
報
じ
ら
れ
た
が
、

県
立
ホ
ー
ル
整
備
問
題
で
も
、
今
後
の
展

開
次
第
で
は
、
同
じ
よ
う
な
騒
動
に
発
展

し
か
ね
な
い
状
況
だ
。

「
後
藤
田
ホ
ー
ル
」
の
設
計
予
算
認
め

た
県
議
会

熊
谷
組
グ
ル
ー
プ
と
の
協
定
が
解
除
さ

れ
ず
、「
飯
泉
ホ
ー
ル
」
計
画
が
残
っ

て
い
る
こ
と
は
県
議
会
も
承
知
し
て
い
た
。

知
っ
て
い
な
が
ら
、「
後
藤
田
ホ
ー
ル
」
計

画
の
関
連
関
連
予
算
を
認
め
て
い
た
。

　
「
飯
泉
ホ
ー
ル
」
と
い
う
正
妻
と
の
関
係
を

清
算
せ
ず
、「
後
藤
田
ホ
ー
ル
」
と
い
う
新
し

い
愛
人
に
手
を
付
け
た
徳
島
県
。
ダ
ブ
ル
ホ
ー

ル
計
画
の
存
在
と
い
う
不
倫
疑
惑
を
黙
認
し

お
墨
付
き
を
与
え
た
県
議
会
の
責
任
は
重
い
。

　

も
し
県
議
会
が
「
熊
谷
組
グ
ル
ー
プ

と
の
協
定
解
除
が
で
き
る
ま
で
後
藤
田

ホ
ー
ル
の
予
算
は
認
め
な
い
」と
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
発
揮
し
て
い
た
ら
、「
飯
泉

ホ
ー
ル
」
展
覧
会
を
巡
る
知
事
の
舌
禍

騒
動
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

県
議
会
は
十
八
日
か
ら
本
会
議
の
論
戦
が

始
ま
る
。
野
党
会
派
は
知
事
の
「
虚
言
」
疑

惑
等
を
追
及
す
る
よ
う
だ
が
、
与
党
最
大
会

派
の
自
民
党
は
腰
砕
け
状
態
。
知
事
の
暴
走

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

小松島市小松島市

政府の規制強化で医師の処方箋なしでは大麻が買えなくなったタイ。タイ詣でしていた県内大麻ファン間でタイ離れ加速。バンコクの県アジアデスクも撤退か。

蔵
書
デ
ジ
タ
ル
化
と
障
が

い
者
支
援
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
た
日
本
財
団

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に

も
Ｄ
Ｘ
の
波
だ
。
全

国
各
地
の
障
が
い
者
就
労
支

援
施
設
が
国
会
図
書
館
の

蔵
書
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
徳
島
県

で
も
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
見
通
し
だ
。

　

蔵
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
所

蔵
す
る
図
書
や
資
料
等
を
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
保
存

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
公
開
す
る
取
り
組
み
だ
。

国
会
図
書
館
で
は
平
成
十
二
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
と
障
が
い
者
の
就

労
支
援
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

の
が
令
和
三
年
。
日
本
財

団
が
障
が
い
者
優
先
調
達

推
進
法
を
活
用
し
て
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
に
参
入
。
全

国
の
障
が
い
者
就
労
支
援

施
設
に
再
委
託
し
て
い
る
。

　

仕
事
内
容
は
国
会

図
書
館
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
蔵
書
の
受
け
入

れ
と
保
管
、劣
化
調
査
、

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
、
画
像

検
査
、
デ
ー
タ
入
力
、

蔵
書
の
返
却
な
ど
。

専
門
性
が
求
め
ら
れ
る

作
業
工
程
だ
。

障
が
い
者
就
労
支
援

施
設
は
、
障
が
い
者
に

就
労
の
場
を
提
供
し
た

り
作
業
訓
練
を
行
う

施
設
。
大
半
が
単
純

作
業
だ
が
、
専
門
性

が
高
い
デ
ジ
タ
ル
化
作

業
の
受
注
で
仕
事
の
幅
を
広
げ
、

工
賃
の
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

　

日
本
財
団
が
担
当
す
る
蔵

書
デ
ジ
タ
ル
化
の
事
業
規
模
は

令
和
六
年
で
約
七
億
円
。
全

国
十
三
ヶ
所
の
障
が
い
者
就
労

支
援
拠
点
に
再
委
託
。
専
門

的
技
術
の
取
得
や
工
賃
の
ア
ッ

プ
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

徳
島
県
で
も
来
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
、
準
備
作
業
進
め

る
業
界
団
体国

会
図
書
館
の
蔵

書
デ
ジ
タ
ル
化
と

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
障
が
い

者
の
就
労
支
援
事
業
が

ス
タ
ー
ト
す
る
徳
島
県
。

ま
と
め
役
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
く
し
ま
障
が
い
者

就
労
支
援
協
議
会
だ
。

協
議
会
は
現
在
、
仕

事
を
発
注
し
て
く
れ
る

日
本
財
団
や
協
議
会
に

加
盟
す
る
六
十
七
の
障

が
い
者
就
労
支
援
施

設
と
共
同
受
注
の
仕

組
み
や
業
務
体
制
の
整
備
等
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

日
本
財
団
が
徳
島
県
の
障

が
い
者
就
労
支
援
施
設
を
新
し

い
再
委
託
先
に
選
ん
だ
背
景
に

は
、
山
口
俊
一衆
院
議
員
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
日
本
財

団
の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
規
模

拡
大
に
一
役
買
っ
た
。

国
会
図
書
館
は
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
を
民
間
企
業
に
も
委
託
し
て
い

る
が
、
障
が
い
者
優
先
調
達
推
進

法
の
活
用
や
障
が
い
者
就
労
支
援

へ
の
協
力
強
化
を
山
口
衆
院
議
員

が
国
会
図
書
館
に
働
き
か
け
た
。

事
業
規
模
拡
大
の
メ
ド
が
つ

い
た
日
本
財
団
は
再
委
託
空

白
地
だ
っ
た
四
国
に
注
目
。
徳

島
県
の
障
が
い
者
就
労
支
援
施

設
を
蔵
書
デ
ジ
タ
ル
化
業
務
の

新
規
再
委
託
先
と
し
て
選
ん
だ

と
い
う
こ
と
だ
。

　

現
在
衆
議
院
議
院
運
営
委
員

長
の
山
口
衆
院
議
員
は
、
高
市
首

相
直
属
の
地
域
未
来
戦
略
本
部

の
本
部
長
や
顧
問
を
歴
任
。「
地

方
創
生
の
山
口
」
と
し
て  

一  

目

置
か
れ
る
が
、「
福
祉
の
山
口
」

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

一
例
が
「
徳
島
県
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
」
で
の
活
動
だ
。

長
年
理
事
長
を
務
め
、
障
が
い

者
支
援
施
設
の
運
営
や
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務
な
ど
公

益
事
業
を
行
い
、
社
会
的
弱
者

救
済
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

山
口
衆
院
議
員
の
政
治
的
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
蔵
書
デ
ジ
タ
ル
化
と

い
う
仕
事
が
舞
い
込
ん
で
き
た

県
内
の
障
が
い
者
就
労
支
援
施

設
。
関
係
者
か
ら
は
「
利
用
者

の
工
賃
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
」

と
期
待
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

麻
痺
し
た

庁
内
職
員
意
識
と

県
議
会
の

抑
止
力

あ
ん
ぐ

あ
ん
ぐ

国会図書館国会図書館国会図書館

蔵書デジタル化の仕事が舞い込んだ蔵書デジタル化の仕事が舞い込んだ蔵書デジタル化の仕事が舞い込んだ

障がい者就労支援施設障がい者就労支援施設障がい者就労支援施設

市民市民

山口俊一衆院議員山口俊一衆院議員

政治力で 「弱者救済」政治力で 「弱者救済」


